
提

出

者

鈴

木

宗

男

平
成
十
七
年
十
月
三
十
一
日
提
出

質

問

第

五

四

号
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「
千
島
」
の
表
記
に
関
す
る
質
問
主
意
書

一

千
島
の
定
義
如
何
。

二

千
島
列
島
の
定
義
如
何
。

三

南
千
島
の
定
義
如
何
。

四

北
方
四
島
は
千
島
列
島
に
含
ま
れ
る
か
。

五

外
務
省
作
成
冊
子
「
わ
れ
ら
の
北
方
領
土
―
二
〇
〇
四
年
版
―
」
資
料
編
十
九
頁
に
一
九
五
一
年
九
月
八
日
付
サ
ン
・
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
会
議
に
お
け
る
吉
田
全
権
大
使
の
発
言
か
ら
「
日
本
開
国
の
当
時
、
千
島
南
部
の
二
島
、
択
捉
、
国
後
両

島
が
日
本
領
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
帝
政
ロ
シ
ア
も
な
ん
ら
異
議
を
挿
さ
ま
な
か
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
」
と
の
文
言
が

収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
右
文
言
は
吉
田
全
権
大
使
が
国
後
島
、
択
捉
島
を
千
島
の
一
部
と
認
識
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の

で
は
な
い
か
。

六

五
の
資
料
を
外
務
省
は
ど
の
よ
う
な
意
図
を
も
っ
て
掲
載
し
て
い
る
の
か
。

七

北
方
四
島
返
還
運
動
に
お
い
て
、
日
本
政
府
が
誤
解
を
招
き
や
す
い
「
千
島
」
、
「
南
千
島
」
と
い
う
用
語
を
用
い
な
い

よ
う
に
と
指
導
し
た
事
実
は
あ
る
か
。

一



八

社
団
法
人
北
方
領
土
復
帰
期
成
同
盟
と
外
務
省
は
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
か
。

九

過
去
に
社
団
法
人
北
方
領
土
復
帰
期
成
同
盟
で
不
適
切
な
経
理
が
行
わ
れ
、
使
途
不
明
金
が
発
生
し
た
こ
と
が
あ
る
か
。

こ
れ
に
対
し
て
外
務
省
は
ど
の
よ
う
な
対
応
を
と
っ
た
か
。

十

外
務
省
作
成
冊
子
「
わ
れ
ら
の
北
方
領
土
―
二
〇
〇
四
年
版
―
」
三
十
四
頁
に
「
二
〇
〇
三
年
十
一
月
、
北
方
領
土
返
還

運
動
の
統
一
的
な
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
北
方
四
島
に
分
布
す
る
『
千
島
桜
』
が
社
団
法
人
北
方
領
土
復
帰
期
成
同
盟
に
よ
り

選
定
さ
れ
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
や
ス
テ
ッ
カ
ー
等
の
各
種
啓
発
資
料
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
」
と
の
文
言
と
ロ
ー
マ
字
で

「C
H
ISH

IM
A

ZA
K
U
R
A

」
と
の
表
記
が
な
さ
れ
た
図
画
が
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
北
方
四
島
返
還
で
誤
解
を

招
く
恐
れ
が
あ
る
と
し
て
使
用
し
な
か
っ
た
「
千
島
」
の
呼
称
を
突
然
用
い
る
よ
う
に
な
っ
た
真
意
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。

右
質
問
す
る
。

二


